
第 1376 回例会 平成 27 年 12 月 9 日(水) 

＜＜本日のプログラム＞＞  

1.点      鐘   

2.ロータリーソング「我らの生業」 

 ※４つのテスト唱和                 

3.会長の挨拶     

4.幹事報告      5.出席報告 

6.ハッピーBOX 披露 

7.委員会報告～「年次総会」 

第 3 期ＲＬＩパートⅠ参加報告「武政 勝巳君」 

8.会員卓話＝「荒武 義博君」  

9.ＳＡＡより次週の案内 

 ＊12 月 16 日 夜間例会 

  年末懇親会～しずさんにて 18：30～ 

10.点    鐘 

第 1375 回例会記録 平成 27 年 12 月 2 日（水） 

■会長の時間       会長●日高 邦孝君 

皆さんこんにちは、先

ず本日のビジター紹介

をさせて頂きます。宮

崎西ＲＣの尾崎哲夫君

です。 

今月 25 日に屋久島の

方々の帰島が叶ったと

いう記事が新聞に記載

されておりまして、大

変嬉しく思っています。島民の方々はまだまだ今後も

苦労は続き以前と日常生活を取り戻すには時間が掛

かりますが帰島出来たというだけでもどれほど安堵

しておられる事かと思います。本日は 12 月の第一例

会ですから K.R. ラビンドランＲＩ会長の「12 月の

メッセージ」を読み上げたいと思います。棒読みに

はなりますが御聞き下さい。カナダ軍がオランダを

解放した 1945 年、この国は貧困の窮地にありまし

た。人びとは飢えに苦しみ、中には子どもたちの姿

も。悲惨な状況を目の当たりにし、心を痛めたカナ

ダ軍兵卒の 4 人は、オランダの子どもたちに、どう

にかして特別なクリスマスをプレゼントしようと

思い立ちました。4人は仲間の兵士にカンパを募り、

チョコレート、ガム、キャンディー、漫画などを集

めて回りました。軍務の合間には、木材と針金でお

もちゃのトラックを作り、配給タバコを売ったお金

で縫いぐるみを買いました。それぞれが母国カナダ

に残した家族を想いつつ、今自分たちにできるのは

駐在地オランダの子どもたちを笑顔にすることだ

と信じて、クリスマスの準備に勤しみました。12

月1日には、プレゼントでいっぱいの袋が4つでき、

25 日が来るのを心待ちにしていました。しかしそ

のわずか 2 日後、カナダ軍はクリスマスよりもずっ

と前の 12 月 6 日に母国へ引き上げるとの指令を受

けたのです。カナダに帰るのを嬉しく思いながらも、

複雑な心境の兵卒たちは、用意したプレゼントを現

地の孤児院に預け、クリスマスに子どもたちに開け

てもらうことを決めました。オランダを立つ前夜、

4 人の兵卒は孤児院へ向かいました。そのうちの一

人は白ひげを付け、赤い帽子をかぶりました。クリ

スマスまでまだ数週間ありましたが、途上で教会の

鐘が鳴り、家々には明かりの装飾がついていました。

ブーツで雪道を歩き進め、ようやく孤児院に到着す

ると、窓から 24 人の子どもたちが食堂に集まって

いるのが見えました。戦争が終わって数カ月が経っ

ていましたが、まだ十分な食べ物がありません。わ

ずかな食事を前に、子どもたちの顔は青白く、やせ

細って見えました。サンタクロースに扮した兵卒が、

力強く、ドアを 3 回ノックすると、まるで魔法のよ

うに、子どもたちのざわめきが瞬時に静まりました。

ドアを出てきた神父は驚きを隠せない様子。後を続

いて出てきた子どもたちは喜びの歓声とともに、サ

ンタクロースの格好をした兵卒の元へ駆け寄りま

した。クリスマスまで 3 週間ありましたが、実はオ

ランダの「シンタクラース」は、聖シンタクラース

の日の前日、12 月 5 日にやってくるのでした。そ

れから 1 時間ほど、喜びいっぱいの大騒ぎでした。

子どもたちはプレゼントを開けて大喜びし、お菓子

を楽しみ、お人形を大切に抱きしめました。最後の

おもちゃのトラックとチョコレートは、最後まで辛

抱強く順番を待っていた小さな男の子の手に渡り

ました。その子は兵卒たちにお礼を言うと、次は神

父に向かってオランダ語で何かをささやきました。

神父が笑顔で相槌を打つのを見て、兵卒の一人が尋
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RI テーマ 

世界へのプレゼントに

なろう 

 



ねました。「その子は今何て？」神父の目には涙が

こみ上げています。「"きっと来てくれるって信じて

いた"とあの子は言いました」人びとに喜びをもた

らすとき、私たち自身が犠牲にすることは何もあり

ません。それどころか、喜びは何倍にも倍増します。

贈り物を贈りあうこのシーズン、私たちが受けた贈

り物を、さらにほかの人と共有することで、喜びを

何倍にも増やそうではありませんか。クラブ、そし

てロータリー財団を通じて、思いやり、優しさ、寛

容さを示し、世界へのプレゼントになりましょう。

＜4つのテストについて別紙掲載させて頂きます＞ 

■幹事報告          幹事●林 厚雄君 

＜文書報告＞ 

＊ 職業奉仕委員会研修

会資料 

＊ ＲＩ第 3000 地区グ

ローバル補助金プロジ

ェクト承認について 

＊ 加治木ＲＣ会員増強

パンフレット送付 

■ 出席報告           ●籾田 直樹君 

会員数 26（１） 出席数 21 名 出席率 88.0％ 

免除会員 1 名 欠席数 5 名 メイク  1 名 

 

■ハッピーＢＯＸ披露     ●梶田 與之助君 

＜財団へ＞ 

● 岩切 正司君～尾崎様をお迎えして。 

● 梶田 與之助君～宮崎西ＲＣ尾崎哲夫君をお迎え

して、毎月メイクにお出かけ下さい。大歓迎致し

ます！！ 

■ 本日のビジター紹介 

＜ 宮 崎 西 Ｒ Ｃ ＞            

●尾崎 哲夫君 

※職業分類＝執筆家 

 

 

 

 

♪12月のセレモニー 

☆12月 18日生まれ～柳田 光寛☆郡司小百合夫人 

☆12月 30日生まれ～大久保貞子君☆吉田洋子夫人 

                ☆林 初子夫人 

☆12月結婚記念月～藤堂孝一君真由美さんご夫妻 

        内藤鉄矢君昭子さんご夫妻 

 

♪12月記念月の皆様おめでとうございます♪ 

■委員会報告     親睦委員会●吉田康一郎君 

12 月は 16 日が最後の例

会になっておりますが

20日日曜日は第 5回佐土

原ＥＣクリスマスカッ

プ杯スポーツ少年団バ

レーボール大会を開催

します。朝 7：00 と早い

開会式ですが皆様の参

加をお願い致します。 

■ショートＳＰ         ●小牧 義隆君 

本日は当店セブンイレブン佐土原久峰店で承ります

クリスマス関係賞品とお歳暮、おせち等のパンプレッ

トをお持ちして皆様へ配らせて頂いております。 

■第三期ＲＬＩパート１修了書授与●藤堂 孝一君 

■会員卓話           ●藤堂 孝一君 

11月 28日次期ガバ

ナー補佐会議が都

城で 12 時から食事

を挟んで開催され

ました。大重ガバナ

ーエレクトの次年度方針等概略が説明されました。地

区の組織が大きく変わるようです。又、次の日曜日は

日大高校で RLI のパート 1 に武政君と参加しました。

参加者 53名で予定より少し少ないようでした。 

 初めての参加で、最初は緊張しましたが 6分科会に

分かれて各テーマに沿って意見を述べるやり方で正

論はないと、リーダーの方から言われるのですがやは

りある程度の年数を積むか、何かの役を経験していな

くては何を発表していいのやら 1 年～3 年の会員では

酷なような気がしましたが、武政君は大したものだと

感心させられました。何事にも動ぜず自分の意見を言

える性格のようです。今後の佐土原 RCが楽しみです、 

 経験して次回のパートⅡにも参加してみようかと

考えていますが、会員の皆さんもこの機会にぜひ参加

されてはいかがでしょうか。ある程度のキャリアのあ

る方もそれなりに自分の意見を言えるので他の会員

にも参考になることではないでしょうか、又人の意見

も聞けるので良い意味で刺激にもなります。 

 4 つのテスト 

『言行はこれに照らしてから』 

1. 真実かどうか。 

2. みんなに公平か。 

3. 好意と友情を深めるか。 

4. みんなのためになるかどうか。 


